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東京都土木技術研究所　オールコアボーリング調査

HA（都土木研・東綾瀬公園） 東京都足立区東綾瀬3-4 35° 46’ 17.3”
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出展：(独)産業技術総合研究所RIO-DB「関東平野の地下地質・地盤データベース」
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互層
(S/M-Sh)

-8.33 3.30 8.30

貝殻混りシルト質砂
(SM-Sh)

-10.28 1.95 10.25

細砂・シルト互層
(FS/M)

-11.23 0.95 11.20

シルト質砂
(SM)

-12.53 1.30 12.50

貝殻混り砂質シルト
(MS-Sh)

-15.13 2.60 15.10

貝殻混りシルト質砂
(SM-Sh)

-18.53 3.40 18.50

貝殻混りシルト
(M-Sh)

-20.53 2.00 20.50

貝殻混り砂質シルト
(MS-Sh)

-24.53 4.00 24.50

シルト・貝殻混り細
砂互層
(M/FS-Sh)

-30.08 5.55 30.05

シルト質砂
(SM)

-31.63 1.55 31.60

シルト・細砂互層
(M/FS)

砂泥互層。層厚5ｰ40cmの砂層と層厚5-50cmの細粒～中粒シル
トの互層。
砂層は極細粒～中粒で貝化石・植物片を含むことが多い。
4.5-5.0mリップル葉理を持ち、逆級化する砂層を含む。
シルト層はカキなどの貝化石片、植物根を多く含む。

下位層をやや削り込む。
シルト混じりの中～細砂
シルトのリップアップクラスト、貝化石・土壌・植物片を含む
。
塊状で明瞭な堆積構造は認められない。

砂泥細互層。
層厚10cm以下のリップル葉理を含む細粒～極細粒砂と層厚
10cm以下の中粒シルトの繰り返しからなる。
植物片及び巣穴状生痕を含む。

シルトのリップアップクラストを含む。貝化石を含まない。
一部に葉理が変形したスランプ状の構造が認められる。

中～細粒シルト。
塊状で多くの貝化石を含む。
貝化石はしばしば合弁で自生の産状を示す。

塊状のシルト質細～中砂層。
下位をやや削る。
シルトのリップアップクラスト、貝化石片、木片を多く含む。

中～細粒シルト。
塊状で多くの貝化石を含む。
貝化石はしばしば合弁で自生の産状を示す。
下位層との境界は漸移的。

貝化石を多く含む砂質シルト。
淘汰が悪い。
生物擾乱が良く発達し、明瞭な堆積構造は認められない。
貝化石片の多くは二枚貝である。

中粒～粗粒シルトと細～極細砂とのリズミカルな細互層。
砂層中に多くの貝化石片を含む。
生物擾乱が著しい。弱い葉理あり。

淘汰の悪い泥質砂。下位をやや削剥して覆う。上方細粒化を示
す。
ときおり炭質物が混じる。
生物擾乱を受けており、平行葉理などがパッチ状に残されてい
る。
径1-2cmのチューブ状生痕を多く含む。

下位に整合に重なる。
厚さ1-3cmの細～極細砂と層厚3cmの中粒～細粒シルトとの細
互層。
砂層中に2方向の流向を示すリップル葉理や炭質物が認められ
る。
径1-2cmのチューブ状生痕を多く含む。
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下位に整合に重なる。
厚さ1-3cmの細～極細砂と層厚3cmの中粒～細粒シルトとの細
互層。
砂層中に2方向の流向を示すリップル葉理や炭質物が認められ
る。
径1-2cmのチューブ状生痕を多く含む。
細～粗砂。径1-5cmのシルトのリップアップクラスト、植物片
、ヤマトシジミと推定される貝化石片を多く含む。
下部の粗～中砂から上部の細～極細砂へ上方細粒化し、リップ
ル葉理や皿状構造などが認められる。

細～中砂。層厚10-50cm程度の砂層のユニットがしばしば下位
を削り込みながら積み重なる。
全体に塊状で、一部で弱いトラフ型斜交層理が認められる。

クライミングリップル葉理やリップル葉理を伴う中～細砂と植
物根を含む中粒～細粒シルトの互層。
砂層は10cm以下で、正級化することが多い。

有機質・塊状で植物根が多く混じる中粒シルト。

厚さ10-20cmの細～中砂層と中粒～粗粒シルトとの互層。
10層以上含まれ、塊状あるいは下部に弱い削剥面をもち正級化
する場合がある。
植物片や植物根がしばしば認められる。

細～粗粒砂
塊状で植物根やシルトのリップアップクラストを含む。
下位層に整合的に重なる。

直径1-2cmの亜円～亜角礫に直径3-4cmの円礫が混じる。

中～細砂で、径4-5cmの円～亜円礫および細礫～粗砂を含む。
貝化石片を多く混在する。

直径3ｰ5cmの円礫もしくは亜円礫を含む細礫～粗粒砂。

塊状の細粒～粗粒砂からなる。貝化石片、軽石粒、細～中礫
（最大礫径2cm）、チューブ状生痕を散点的に含む。
下部ほどシルト質。
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